
 

■ 次世代モビリティ関連 部品ベンチマーク活動 Webセミナー 

T-MOTOR U15L 電動パワートレーン分解調査説明会（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、今年度から次世代モビリティ関連対応支援事業として、小

型電動モビリティに関連する試作に取り組もうとする会員企業の皆様に向けて、最新のモビリ

ティ分解部品をベンチマークルームに展示する事業を開始いたしました。 

今回、新たに中国の高性能ドローン用モーターの主要サプライヤーの T-MOTOR社製で有人飛

行にも対応可能な大型機種のエアモビリティ用「T-MOTOR U15L」電動パワートレーンを展示に

加えました。 

会員企業の皆様には、次世代モビリティに関する最新技術ニーズとその使用部品の材質や加

工法を捉える一環としてお役立ていただくため、その技術概要について、電動モビリティシス

テム専門職大学の山内様、柳原様を講師として Webセミナー形式で説明会を開催しました。 

 

■日 時 ： ２０２５年８月２６日（火）13時 30分～15時 20 分  

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ６９社／１８４名 
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【参加者の声】   

 

・知らない分野の講義だったこともあり、知らない知識が多くあった。モーターの構造など

詳しくは知らなかった。実際にドローンで使用されている分解部品を見ながらの説明によ

り構造が理解でき、非常に参考になった。 

・普段は自動車やＥＶで使われるメカ部品の設計をしているが、ｅＶＴＯＬ特有のニーズや自

動車との違いが理解できた。高い出力密度と軽量化が重要であると理解した。 

・今後、継続的に業務の領域を広げていくためにも、自動車関連だけでなく幅広く情報収集

が必要と考えている状況のため大変参考になった。 

・実際の部品点数や使用している製品など細かく説明いただきとても勉強になった。弊社金

属部品製造でも協力できそうな部品もあったので、今後の活動に役立てていく。 

・実際に製品を分解して何故このような設計になっているのか、そこから考えられる課題及

びその解決方法まで経験に基づき解説していただけて大変参考になった。 

・普段、駆動用モーターをメインに業務をしているため、別業種の電動部品について知るこ

とができ、新たな視野を持つことができた。 

・駆動モーターの詳細構造や理由、一般的な自動車用途との違い、中国製としての特徴など

有意義な解説をいだいた。 

・ドローンモーターに対する要求を知ることができた。電気装荷と磁気装荷の説明が簡潔で

わかりやすかった。 

・ドローンモーターの駆動のしくみを詳しく学べて大変勉強になった。まだ実用化には課題

が多いこともわかり、今後の動向についても注視していきたい。  

・各部品の構造や役割について実物を写真で見ながら説明を受けることで、普段は目にする

ことのない内部構造への理解が深まった。モーターの巻線や磁石配置、ＥＳＣの基板構成な

どを知ることができ、大変参考になった。 

・モーターの詳細構造や機能だけでなく、全般の話も聞けた点が良かった。ＥＳＣは専門では

ないのでかなり難解だったが、概念は理解できた。 

・ドローンとｅＶＴＯＬ、ドローンとヘリコプターの特徴の違い、ｅＶＴＯＬと通常の自動車の

比較表、ｅＶＴＯＬを含めて大型のドローンの実現には大きな課題など参考になった。 

・中国製モーターのコストが非常に低いこと、電動モビリティに進むと部品点数が大幅に減

ることが理解できた。 

・今回ドローンの電動モーター分解調査という形であったが、ＥＶで使用される電動モータ

ーの基本構造、概念、設計思想等を理解する上で参考になった。 

・普段あまり見かけることのないアウターロータ型のモーターについて、その機械的構造に

ついて詳細な解説を聞くことができ勉強になった。また、ドローン向けの特殊な磁極構造

や巻線まわりの設計など、ぱっと見ではわからない設計思想までも、予測を交えながら説

明されているところはよかった。 

・ドローン用モーター及び駆動回路の構成・構造について参考になった。中国メーカーのモ

ノづくりや設計思想と開発速度が日本にはないものと感じた。 

・最新のドローンに使用されているパワーモジュールがどのようなタイプのものでどういう

実装をされているかが理解できた。 

・ドローン向けの電動パワートレーンとして、特に要求されている特性が軽量・高出力・高

応答性などであること、また法整備などについても対応・改善していかなければならない

ことが山積していることがわかった。将来が楽しみではあるが、少し長いレンジで考えて

いかなければならない領域であると感じた。 

・ドローン用のモーター設計の考え方やコントローラに求められる要件が、ドローン独自な

ものでこれまでの自身の知見にはなく、勉強になった。 


